
平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
赤
松
子
像

1
神
仙
へ
の
憧
憶

吉
　
原
　
浩
　
人

は
じ
め
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

の
よ
す
が
と
し
た
い
。

神
仙
世
界
に
憧
れ
る
平
安
朝
文
人
の
心
象
を
探
る
た
め

　
『
列
仙
伝
』
に
登
場
す
る
神
仙
の
中
で
も
、
赤
松
子
（
赤
精
子
・
赤
謂
子
）
と

王
子
晋
（
王
子
喬
・
王
喬
一
は
、
「
王
喬
赤
松
」
「
喬
松
」
「
松
喬
」
な
ど
と
、
し

ば
し
ば
並
び
称
さ
れ
る
。
『
列
仙
伝
』
に
よ
れ
ば
、
赤
松
子
は
神
農
の
こ
ろ
の
雨

師
で
毘
嵜
山
に
赴
き
西
王
母
の
石
室
に
宿
っ
た
と
い
い
、
王
子
晋
は
周
の
霊
王

の
太
子
晋
で
笙
を
持
ち
白
鶴
に
乗
っ
て
昇
仙
し
た
と
い
う
。
は
や
く
戦
国
期
か

ら
、
両
者
は
神
仙
の
代
表
と
し
て
対
に
し
て
語
ら
れ
て
い
た
。
後
世
に
お
い
て
、

両
者
の
伝
承
は
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
し
、
そ
の
用
例
は
枚
挙
に
暇
な
い
ほ
ど
で
あ

る
が
、
赤
松
子
・
王
子
晋
と
も
に
同
名
異
人
が
お
り
、
描
か
れ
る
イ
メ
ー
ジ
に

混
乱
も
み
ら
れ
る
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
空
海
や
菅
原
道
真
は
じ
め
多
く
の
僧
俗
の
詩
文
に
両
者

の
名
が
引
用
さ
れ
た
。
か
つ
て
私
は
、
本
朝
に
お
け
る
王
子
晋
像
の
一
端
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

い
て
検
証
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
赤
松
子
像
に
つ
い
て
は
不
充
分
な
ま
ま
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
王
子
晋
に
続
き
赤
松
子
の
形
象
に
つ
い
て
検
討

　
　
　
　
　
　
平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
赤
松
子
像

二
　
『
列
仙
伝
』

に
お
け
る
赤
松
子
像

　
赤
松
子
を
論
ず
る
際
の
基
本
と
な
る
の
は
、
『
列
仙
伝
』
冒
頭
話
な
の
で
、
ま

ず
そ
の
本
文
を
掲
げ
る
。
（
以
下
、
原
文
を
引
用
し
た
場
合
、
本
文
に
続
い
て

【
】
内
に
現
代
語
訳
を
附
す
が
、
紙
幅
の
関
係
で
省
略
す
る
も
の
も
あ
る
。
ま

た
中
国
の
文
献
に
は
A
…
、
日
本
の
文
献
・
史
料
に
は
1
－
の
記
号
を
附
す
。
）

　
A
『
列
仙
伝
』
巻
上
　
－

　
　
赤
松
子
者
、
神
農
時
雨
師
也
。
服
二
水
玉
↓
以
教
＝
神
農
刊
能
入
レ
火
自
焼
。

　
　
往
往
至
＝
毘
嵜
山
上
↓
常
止
＝
西
王
母
石
室
中
↓
随
。
風
雨
一
上
下
。
炎
帝
少

　
　
女
追
レ
之
、
亦
得
レ
仙
倶
去
。
至
＝
高
辛
時
↓
復
為
。
雨
師
↓
今
之
雨
師
本
レ
是

　
　
焉
。

　
　
【
赤
松
子
は
、
神
農
の
時
の
雨
師
で
あ
る
。
水
精
を
服
し
て
、
そ
の
用
法
を

　
　
神
農
に
教
え
た
。
火
に
入
っ
て
自
ら
身
を
焼
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
ば
し

六
九



　
　
ば
覚
嵜
山
上
に
至
り
、
い
つ
も
西
王
母
の
石
室
中
に
留
ま
っ
て
、
風
雨
に

　
　
随
い
山
を
上
下
し
た
。
神
農
の
娘
が
赤
松
子
を
追
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
仙

　
　
人
と
な
っ
て
共
に
去
っ
て
い
っ
た
。
帝
馨
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
ま
た
出

　
　
現
し
、
再
び
雨
師
を
つ
と
め
た
。
今
の
雨
乞
い
の
神
は
こ
れ
に
基
づ
い
て

　
　
い
る
の
で
あ
る
。
】

こ
こ
か
ら
、
以
下
の
要
素
が
抽
出
で
き
る
。
①
は
る
か
歴
史
を
湖
る
神
農
（
炎

帝
一
時
代
の
仙
人
で
、
②
風
雨
を
自
在
に
操
り
、
③
水
精
一
晶
一
を
仙
薬
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
服
用
し
、
④
火
に
自
ら
入
っ
て
も
焼
け
る
こ
と
な
く
、
⑤
し
ば
し
ば
罠
嵜
山

に
登
り
、
⑥
西
王
母
と
も
懇
意
で
、
⑦
神
農
の
娘
に
慕
わ
れ
、
⑧
帝
馨
（
高
辛
）

の
時
代
に
も
出
現
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
後
世
に
継
承
・
発
展
し
て
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
と
、
あ
ま
り
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
以
下
そ
の

点
に
も
留
意
し
て
い
き
た
い
。
『
列
仙
伝
』
は
、
一
般
に
前
漢
の
劉
向
撰
と
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

る
が
、
六
朝
期
に
増
補
あ
る
い
は
擬
作
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
ほ
ぼ
同
文
の

伝
は
『
捜
神
記
』
巻
一
、
『
法
苑
珠
林
』
巻
六
士
二
、
『
芸
文
類
聚
』
巻
七
十
八
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

『
初
学
記
』
巻
二
十
三
な
ど
に
引
か
れ
る
。
な
お
、
『
芸
文
類
聚
』
巻
八
十
八
、

『
初
学
記
』
巻
二
十
八
に
、
「
列
仙
伝
日
、
好
食
。
柏
実
一
歯
落
更
生
。
」
と
、
好
ん

で
柏
の
実
を
食
べ
歯
が
落
ち
て
も
ま
た
生
え
替
わ
る
、
と
の
記
事
を
引
く
が
、

こ
れ
は
現
行
の
『
列
仙
伝
』
に
は
見
え
な
い
。

三
　
中
国
に
お
け
る
赤
桧
子
像

赤
松
子
の
名
を
記
す
文
献
は
数
多
い
が
、
以
下
に
平
安
朝
の
文
人
が
参
看
し

七
〇

て
い
た
と
思
わ
れ
る
著
名
な
作
品
、
あ
る
い
は
思
想
史
的
・
文
学
史
的
に
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

な
も
の
を
中
心
に
、
代
表
的
な
用
例
を
い
く
つ
か
掲
げ
、
簡
単
に
解
説
す
る
。

い
ず
れ
も
、
赤
松
子
の
登
場
す
る
前
後
の
み
の
引
用
で
あ
る
。

　
B
『
楚
辞
』
巻
五
　
遠
遊

　
　
聞
＝
赤
松
之
清
塵
一
号
　
願
レ
承
二
風
乎
遺
則
一

　
　
【
赤
松
子
の
清
ら
か
な
行
跡
を
聞
き
、
そ
の
感
化
に
よ
っ
て
遺
さ
れ
た
法

　
　
則
を
承
け
た
い
と
願
う
。
】

い
に
し
え
の
神
仙
の
登
仙
を
賛
美
し
、
隠
遁
の
志
を
述
べ
る
中
で
、
赤
松
子
の

名
を
引
く
。
『
楚
辞
』
の
遠
遊
は
、
屈
原
の
作
で
は
な
く
漢
代
の
擬
作
で
あ
る
と

い
う
。
『
楚
辞
』
に
は
、
他
に
巻
八
「
惜
誓
」
（
前
漢
・
買
誼
）
、
同
コ
泉
時
命
」
（
前

漢
・
厳
忌
）
な
ど
に
も
、
赤
松
子
の
名
が
見
え
る
。

　
C
『
戦
国
策
』
巻
三
　
秦
策

　
　
必
有
・
伯
夷
之
廉
↓
長
為
・
応
侯
↓
世
世
称
レ
孤
、
而
有
・
喬
松
之
寿
↓
敦
・

　
　
与
以
レ
禍
終
一
哉
。

　
　
【
必
ず
伯
夷
・
叔
斉
の
廉
直
さ
を
保
っ
た
ま
ま
、
長
く
応
侯
と
呼
ば
れ
、

　
　
代
々
王
侯
の
自
称
で
あ
る
孤
と
称
し
、
王
喬
・
赤
松
子
の
よ
う
な
長
寿
を

　
　
保
て
る
で
し
ょ
う
。
災
い
を
も
っ
て
一
生
を
終
え
る
よ
り
い
ず
れ
が
よ
ろ

　
　
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
】

燕
の
説
客
察
沢
は
、
秦
に
入
り
相
国
の
応
侯
一
萢
唯
一
を
隠
退
さ
せ
、
自
ら
が

宰
相
に
な
ろ
う
と
長
広
舌
を
ふ
る
っ
た
。
そ
の
最
後
に
、
功
業
を
成
し
遂
げ
る

も
地
位
に
恋
着
し
た
た
め
悲
惨
な
最
期
を
迎
え
た
例
を
出
し
、
王
喬
・
赤
松
子

の
長
寿
を
保
つ
た
め
に
は
、
地
位
を
譲
る
べ
き
だ
と
迫
っ
た
。
後
掲
H
『
史
記
』



萢
唯
察
澤
列
伝
に
も
、
ほ
ぼ
同
文
が
引
か
れ
る
。

　
D
『
新
語
』
思
務
篇

　
　
談
レ
之
以
＝
喬
松
之
寿
一
而
行
不
レ
易
。

　
　
【
君
子
に
語
る
に
王
喬
・
赤
松
子
の
寿
を
例
と
し
て
も
そ
の
行
い
は
変
わ

　
　
る
こ
と
は
な
い
。
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

『
新
語
』
は
、
前
漢
初
の
陸
買
が
高
祖
の
た
め
に
著
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の

中
で
、
君
子
は
仙
道
を
聞
か
さ
れ
て
も
惑
わ
な
い
が
、
凡
人
は
不
死
の
道
を
聞

け
ば
迷
つ
て
し
ま
う
と
説
く
。

　
E
『
准
南
子
』
巻
十
一
　
斉
俗
訓

　
　
今
夫
王
喬
赤
諦
子
、
吹
嘔
呼
吸
、
吐
レ
故
内
レ
新
、
遺
レ
形
去
レ
智
、
抱
レ
素
反

　
　
レ
真
、
以
漉
＝
玄
沙
一
上
通
＝
壷
云
天
↓

　
　
【
そ
も
そ
も
王
喬
・
赤
謂
子
は
、
息
を
吹
い
た
り
吸
っ
た
り
し
て
呼
吸
し
、

　
　
古
い
息
を
吐
き
新
し
い
気
を
と
り
入
れ
、
形
を
忘
れ
智
恵
を
去
り
、
素
朴

　
　
さ
を
抱
き
真
実
に
還
り
、
玄
妙
の
道
に
遊
び
、
雲
天
に
通
っ
た
。
】

　
F
『
潅
南
子
』
巻
二
十
　
秦
族
訓

　
　
王
喬
赤
松
、
去
二
塵
挨
之
問
↓
離
＝
群
悪
之
紛
↓
吸
二
陰
陽
之
和
↓
食
・
天
地

　
　
之
精
一
呼
而
出
レ
故
、
吸
而
入
レ
新
、
躁
レ
虚
軽
挙
、
乗
レ
雲
溢
レ
霧
。

　
　
【
王
喬
・
赤
松
子
は
、
俗
塵
を
去
っ
て
、
よ
こ
し
ま
な
俗
事
か
ら
離
れ
、
陰

　
　
陽
の
和
気
を
吸
っ
て
、
天
地
の
精
を
食
し
、
吹
い
て
は
古
い
気
を
吐
き
出

　
　
し
、
吸
っ
て
は
新
し
い
気
を
入
れ
、
虚
空
を
踏
ん
で
軽
々
と
飛
び
あ
が
り
、

　
　
雲
に
乗
っ
て
霧
の
中
に
遊
ん
だ
。
】

『
准
南
子
』
は
、
前
漢
准
南
王
劉
安
（
前
一
七
八
？
…
前
一
二
二
）
の
撰
。
王

平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
赤
松
手
像

喬
・
赤
松
子
が
呼
吸
法
を
実
践
し
て
玄
妙
の
道
に
遊
ん
だ
、
と
す
る
。
こ
の
時

期
に
、
両
者
は
と
も
に
養
生
法
・
呼
吸
法
を
体
得
し
た
不
老
長
生
の
神
仙
と
し

て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
G
『
史
記
』
巻
五
十
五
　
留
侯
世
家

　
　
願
棄
＝
人
間
事
↓
欲
下
従
二
赤
松
チ
遊
上
耳
。
乃
学
・
蹄
レ
穀
、
道
引
軽
τ
身
。

　
　
【
願
わ
く
は
人
間
世
界
の
こ
と
を
棄
て
、
赤
松
子
に
従
っ
て
仙
界
に
遊
び

　
　
た
い
と
思
う
の
み
だ
。
そ
こ
で
張
良
は
穀
物
を
避
け
て
食
わ
ず
、
導
引
を

　
　
行
っ
て
身
を
軽
く
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
】

『
史
記
』
は
司
馬
遷
（
前
一
四
五
…
？
）
の
撰
。
張
良
（
張
子
房
、
留
侯
）
は
、

浪
人
中
黄
石
老
人
と
出
会
い
、
太
公
望
の
兵
法
書
を
授
か
り
、
漢
の
高
祖
の
軍

師
と
し
て
数
々
の
献
策
を
行
っ
た
。
晩
年
、
病
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
蹄
穀
と
導

引
法
を
実
践
し
た
。
こ
こ
に
、
赤
松
子
を
引
き
合
い
に
出
し
て
仙
界
へ
の
憧
憶

を
語
る
の
で
、
中
国
・
日
本
と
も
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
H
『
史
記
』
巻
七
十
九
　
萢
唯
察
澤
列
伝

　
　
必
有
。
伯
夷
之
廉
↓
長
為
。
応
侯
↓
世
世
称
レ
孤
、
而
有
。
許
由
、
延
陵
季
子

　
　
之
譲
、
喬
松
之
寿
↓
敦
二
与
以
レ
禍
終
一
哉
。

前
引
C
円
戦
国
策
』
を
出
典
と
す
る
。
本
朝
の
文
人
に
も
、
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
、
多
く
の
作
品
に
影
響
を
与
え
た
。

　
1
『
史
記
』
巻
八
十
七
　
李
斯
列
伝

　
　
世
世
称
レ
孤
、
必
有
。
喬
松
之
寿
、
孔
墨
之
智
刊

　
　
【
代
々
王
侯
の
自
称
で
あ
る
孤
と
称
し
、
王
喬
・
赤
松
子
の
よ
う
な
長
寿

　
　
や
孔
子
・
墨
子
の
よ
う
な
智
恵
を
保
て
る
で
し
ょ
う
。
】

七
一



李
斯
は
秦
始
皇
帝
の
丞
相
。
始
皇
帝
の
崩
御
に
と
も
な
い
、
胡
亥
を
帝
位
に
つ

け
よ
う
と
、
趨
高
が
李
斯
に
追
る
言
葉
の
一
節
。
前
項
同
様
、
C
を
踏
ま
え
て

い
る
。

　
J
『
論
衡
』
巻
二
　
無
形
篇

　
　
称
二
赤
松
王
喬
、
好
レ
道
為
レ
仙
、
度
レ
世
不
死
↓
是
又
虚
也
。

　
　
【
赤
松
子
と
王
喬
は
、
道
を
好
ん
で
仙
人
と
な
っ
て
、
世
俗
を
超
越
し
て
不

　
　
死
を
称
し
た
が
、
こ
ん
な
こ
と
は
嘘
で
あ
る
。
】

後
漢
の
王
充
（
二
七
－
一
〇
一
？
）
は
、
そ
の
合
理
思
想
に
よ
っ
て
、
神
仙
の

道
を
否
定
し
て
い
る
。

　
K
『
漢
書
』
巻
七
十
五
　
李
尋
伝

　
　
初
成
帝
時
、
斉
人
甘
忠
可
詐
二
造
天
官
暦
包
元
太
平
経
十
二
巻
↓
以
言
下
漢

　
　
家
逢
。
天
地
之
大
終
↓
当
。
更
受
。
命
於
天
↓
天
帝
使
。
真
人
赤
精
子
↓
下

　
　
教
中
我
此
道
地

　
　
【
は
じ
め
成
帝
の
時
、
斉
人
の
甘
忠
可
が
『
天
官
暦
』
『
包
元
太
平
経
』
十

　
　
二
巻
を
偽
造
し
て
、
「
漢
家
は
天
地
の
大
終
に
逢
っ
て
い
る
、
ま
さ
に
改
め

　
　
て
命
を
天
に
受
く
べ
き
で
あ
り
、
天
帝
は
真
人
の
赤
精
子
を
遣
わ
し
て
、

　
　
下
し
て
こ
の
道
を
我
に
教
え
さ
せ
た
の
だ
」
と
言
っ
た
。
】

『
漢
書
』
は
後
漢
の
班
固
（
…
丁
九
二
）
撰
。
議
緯
説
に
基
づ
く
再
授
命
説
を
、

斉
人
の
方
士
が
偽
造
し
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
赤
松
子
の
名
を
権
威
あ
る
も
の
と

し
て
出
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
、
予
言
書
と
し
て
の
赤
松
子
議
が
流
行
し
た

ら
し
い
。

　
L
『
文
選
』
巻
一
　
班
猛
堅
『
西
都
賦
』

七
二

　
　
庶
松
喬
之
群
類
、
時
遊
二
従
乎
斯
庭
刈

　
　
【
こ
い
願
わ
く
は
赤
松
子
・
王
喬
な
ど
の
神
仙
が
、
い
っ
も
こ
の
庭
で
遊

　
　
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
。
】

以
下
四
例
は
、
本
朝
の
文
人
が
最
も
受
容
し
た
『
文
選
』
所
収
の
詩
賦
。
こ
れ

は
、
『
漢
書
』
を
編
纂
し
た
班
固
の
作
。
漢
の
武
帝
の
建
章
宮
の
広
大
な
庭
園
に

は
、
神
仙
境
が
造
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
松
喬
ら
が
舞
い
降
り
る
こ
と
を
望
ん

だ
句
。
『
文
選
』
巻
二
「
西
京
賦
」
一
後
漢
・
張
衡
一
に
も
、
建
章
宮
に
関
連
し

て
「
美
二
往
昔
之
松
喬
一
」
の
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。

　
M
『
文
選
』
巻
二
十
一
　
郭
景
純
「
遊
仙
詩
」

　
　
赤
松
臨
＝
上
遊
一
駕
レ
鴻
乗
二
紫
煙
一

　
　
左
把
＝
浮
丘
袖
一
右
拍
＝
洪
崖
肩
一

　
　
【
赤
松
子
は
川
の
上
流
に
臨
み
、
鴻
に
乗
っ
て
紫
煙
に
浮
か
ん
で
い
る
。
左

　
　
に
は
浮
丘
公
の
袖
を
と
り
、
右
に
は
洪
崖
先
生
の
肩
を
た
た
い
て
い
る
。
】

『
山
海
経
』
を
注
し
た
郭
瑛
（
二
七
六
⊥
二
二
四
）
の
作
。
い
に
し
え
の
仙
人
に

思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
浮
邸
公
は
、
王
子
晋
と
接
し
嵩
高
山
に
上
っ
た
道
士
で
、

『
列
仙
伝
』
に
み
え
る
。
洪
崖
先
生
は
、
黄
帝
の
臣
と
も
、
神
農
の
師
と
も
い
い
、

『
神
仙
伝
』
巻
八
－
2
で
は
、
太
華
山
で
許
由
・
王
子
晋
ら
と
と
も
に
衛
淑
卿
と

碁
を
打
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
V
参
照
。

　
N
『
文
選
』
巻
二
十
二
　
魏
文
帝
「
芙
蓉
池
作
」

　
　
寿
命
非
＝
松
喬
一
誰
能
得
＝
神
仙
一

　
　
麹
遊
快
＝
心
意
一
保
レ
己
終
＝
百
年
一

　
　
【
寿
命
は
赤
松
子
・
王
喬
で
は
な
い
の
だ
か
ら
長
く
保
て
な
い
、
誰
が
神



　
　
仙
と
な
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
ゆ
う
ゆ
う
と
遊
ん
で
心
を
爽
快
に
し
て
、

　
　
楽
し
み
な
が
ら
百
年
の
命
を
終
え
た
い
も
の
だ
。
】

曹
操
の
長
子
、
陳
思
王
曹
丞
（
一
八
六
…
二
二
六
）
の
五
言
詩
。
夜
、
美
し
い

蓬
池
の
ほ
と
り
を
散
策
し
て
詠
じ
た
も
の
。
不
老
不
死
の
神
仙
の
代
表
と
し
て
、

松
喬
を
引
き
合
い
に
出
す
。

　
O
『
文
選
』
巻
二
十
四
　
曹
子
建
「
贈
二
白
馬
王
彪
一
」

　
　
苦
幸
何
慮
思
　
　
天
命
信
可
レ
疑

　
　
虚
無
求
。
列
仙
一
松
子
久
吾
歎

　
　
変
故
在
二
斯
須
一
百
年
誰
能
持

　
　
離
別
永
無
レ
会
　
執
レ
手
将
何
時

　
　
【
辛
苦
し
て
何
を
思
い
は
か
ろ
う
と
す
る
の
か
、
天
の
寿
命
な
ど
ま
こ
と

　
　
に
疑
う
べ
き
で
あ
る
。
虚
無
の
道
を
列
仙
に
求
め
た
が
、
赤
松
子
は
久
し

　
　
く
私
を
歎
い
て
い
た
の
だ
。
変
わ
っ
た
り
事
故
に
遇
っ
た
り
は
す
ぐ
の
こ

　
　
と
、
百
年
の
命
を
誰
が
よ
く
保
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ
こ
で
別
れ
て

　
　
し
ま
え
ば
長
く
会
う
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
、
互
い
に
手
を
取
り
合
う
の
は

　
　
い
つ
の
日
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
】

曹
操
の
第
三
子
、
曹
植
（
一
九
二
－
二
三
二
）
の
垂
言
詩
。
白
馬
王
彪
は
弟
で
、

の
ち
楚
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
が
、
自
殺
し
た
と
も
、
文
帝
に
よ
っ
て
毒
殺
さ
れ
た

と
も
い
う
。
植
・
彪
が
と
も
に
帰
国
の
際
、
二
王
が
同
宿
す
る
こ
と
を
臣
下
に

止
め
ら
れ
、
憤
っ
て
彪
に
贈
っ
た
詩
。
別
れ
の
悲
し
み
を
詠
ず
る
中
に
、
列
仙

の
よ
う
な
長
寿
を
保
つ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
述
べ
る
。
J
『
論
衡
』
を
意

識
す
る
か
。

平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
赤
松
子
像

　
P
『
抱
朴
子
』
内
篇
巻
十
一
　
仙
薬

　
　
赤
松
子
、
以
二
玄
虫
血
一
漬
レ
玉
為
レ
水
而
服
レ
之
。
故
能
乗
レ
姻
上
下
也
。

　
　
【
赤
松
子
は
、
蝉
の
血
を
玉
に
漬
け
て
液
状
に
し
て
服
用
し
た
。
だ
か
ら
霞

　
　
に
乗
っ
て
空
を
上
下
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
】

『
抱
朴
子
』
は
、
西
晋
の
葛
洪
（
二
八
四
⊥
二
六
三
）
の
撰
。
仙
薬
と
し
て
の
玉

の
調
合
法
と
服
用
法
を
記
す
箇
所
に
、
赤
松
子
が
実
践
し
た
と
さ
れ
る
方
法
が

記
さ
れ
る
。

　
Q
『
神
仙
伝
』
巻
二
1
2

　
　
黄
初
平
者
、
丹
渓
人
也
。
年
十
五
、
家
使
レ
牧
レ
羊
。
有
・
道
士
↓
見
二
其
良

　
　
謹
↓
便
将
至
。
金
華
山
石
室
中
↓
四
十
余
年
、
不
。
復
念
口
家
。
…
…
初
平
、

　
　
改
レ
字
為
＝
赤
松
子
↓

　
　
【
黄
初
平
は
、
丹
渓
の
人
で
あ
る
。
十
五
の
年
に
、
家
で
羊
を
放
牧
さ
せ
た
。

　
　
あ
る
道
士
が
そ
の
真
面
目
さ
を
見
込
ん
で
、
金
華
山
の
石
室
中
に
連
れ
て

　
　
い
き
、
四
十
年
間
家
を
思
い
出
さ
な
か
っ
た
。
…
…
初
平
は
字
を
改
め
て

　
　
赤
松
子
と
し
た
。
】

『
神
仙
伝
』
も
『
抱
朴
子
』
と
同
じ
葛
洪
の
作
。
黄
初
平
は
、
牧
羊
童
で
あ
っ
た

が
道
士
と
な
っ
た
。
四
十
年
後
、
兄
の
黄
初
起
に
再
会
。
兄
は
初
平
が
羊
を
石

に
化
す
の
を
見
て
、
自
ら
も
仙
道
を
学
び
、
初
平
は
赤
松
子
と
、
初
起
は
魯
班

と
名
を
改
め
た
と
い
う
。
金
華
山
は
、
新
江
省
金
華
市
に
あ
る
。
司
馬
承
禎
（
六

四
七
∫
七
三
五
）
『
天
地
宮
府
図
』
に
掲
げ
る
、
三
十
六
洞
天
の
第
三
十
六
。
宋

　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

の
侃
守
約
『
赤
松
山
志
』
に
は
、
黄
初
平
は
東
晋
成
和
三
年
（
三
二
八
）
に
誕

生
し
た
と
説
き
、
洞
窟
や
山
に
つ
い
て
詳
説
す
る
。
現
在
も
、
山
中
に
は
赤
松

七
三



観
が
あ
り
、
附
近
に
は
双
龍
洞
・
氷
壼
洞
な
ど
、
奇
石
や
地
下
の
巨
濠
を
有
す

る
数
々
の
洞
窟
が
あ
る
。
巨
石
の
羊
石
に
連
な
る
形
で
、
赤
松
下
宮
の
建
物
が

　
　
　
　
　
　
＾
8
）

建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
R
沈
約
「
赤
松
澗
詩
」

　
　
松
子
排
レ
煙
去
　
英
霊
砂
難
レ
測

　
　
惟
有
清
澗
流
　
　
渥
援
終
不
レ
息

　
　
【
赤
松
子
は
煙
を
ひ
ら
い
て
去
っ
て
し
ま
い
、
優
れ
た
霊
魂
は
遥
か
か
な

　
　
た
に
遠
ざ
か
り
凡
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
の
跡
に
は
た
だ
清
ら

　
　
か
な
谷
川
の
流
れ
が
あ
る
の
み
で
、
水
が
さ
ら
さ
ら
流
れ
る
音
は
や
む
こ

　
　
と
が
な
い
。
】

『
晋
書
』
『
宋
書
』
な
ど
を
編
纂
し
た
、
沈
約
（
四
四
一
－
五
二
一
）
の
詩
の
一

節
。
赤
松
澗
は
、
金
華
山
に
あ
る
谷
川
。
Q
S
参
照
。
『
芸
文
類
聚
』
巻
七
十
八

「
仙
道
」
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
本
朝
の
文
人
に
広
く
参
照
さ
れ
た
。
『
芸
文
類

聚
』
に
は
、
他
に
十
数
箇
所
赤
松
子
の
名
が
見
え
る
が
、
省
略
す
る
。

　
S
『
水
経
注
』
巻
四
十
　
漸
江
水

　
　
或
謂
・
之
長
仙
県
一
也
。
言
下
赤
松
釆
・
薬
此
山
↓
因
而
居
レ
之
、
故
以
為
上
レ
名
。

　
　
…
…
渓
水
又
東
、
蓬
＝
長
山
県
北
↓
北
対
二
高
山
↓
山
下
水
際
、
是
赤
松
羽

　
　
化
之
処
也
。
炎
帝
少
女
追
レ
之
、
亦
倶
仙
実
。
後
人
立
＝
廟
於
山
下
↓

　
　
【
あ
る
い
は
こ
れ
（
長
山
県
）
を
長
仙
県
と
も
い
う
。
赤
松
子
が
薬
を
こ
の

　
　
山
に
採
取
し
、
住
ん
で
い
た
の
で
、
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
：
…
・
渓

　
　
水
は
ま
た
東
に
向
か
っ
て
流
れ
、
長
山
県
の
北
を
経
て
、
北
に
高
い
山
に

　
　
対
し
て
い
る
。
山
下
の
水
際
こ
そ
は
、
赤
松
子
が
羽
化
登
仙
し
た
所
で
あ

七
四

　
　
る
。
炎
帝
の
娘
が
こ
れ
を
追
っ
て
、
と
も
に
仙
人
と
な
っ
た
。
後
人
が
廟

　
　
を
山
下
に
建
て
た
。
】

『
水
経
注
』
は
、
北
魏
の
邸
道
元
（
？
…
五
二
七
）
が
『
水
経
』
を
注
し
た
も
の
。

赤
松
子
と
神
農
の
娘
が
登
仙
し
た
場
所
に
廟
を
設
け
た
と
す
る
。
A
『
列
仙
伝
』

の
記
述
を
承
け
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
長
山
県
は
、
現
在
の
断
江
省
金
華
市
。

Q
R
参
照
。

　
丁
陳
子
昂
「
春
日
登
＝
金
華
観
一
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
十
四
）

　
　
鶴
舞
千
年
樹
　
　
虹
飛
百
尺
橋

　
　
還
疑
赤
松
子
　
　
天
路
坐
相
遼

　
　
【
鶴
は
千
年
の
樹
上
に
舞
い
、
虹
は
百
尺
の
橋
と
な
っ
て
架
か
る
。
還
っ
て

　
　
は
赤
松
子
か
と
疑
い
、
天
へ
の
路
に
坐
し
て
お
迎
え
し
よ
う
。
】

唐
の
陳
子
昂
（
六
六
一
…
七
〇
二
）
の
五
言
詩
。
陳
子
昂
は
、
他
に
も
赤
松
子

を
題
材
に
詩
を
詠
じ
て
い
る
。
金
華
観
は
、
現
在
の
赤
松
観
で
あ
ろ
う
。
前
記

Q
R
S
参
照
。

　
U
白
居
易
「
仲
夏
斎
戒
月
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
四
百
三
十
一
、
『
白
氏
文
集
』
0

　
　
3
7
1
一

　
　
禦
窟
駅
＝
冷
風
一
赤
松
遊
。
紫
煙
一

　
　
常
疑
此
説
謬
　
　
今
乃
知
＝
其
然
一

　
　
【
列
子
は
冷
た
い
風
を
あ
や
つ
り
、
赤
松
子
は
紫
煙
に
乗
っ
て
空
を
飛
ん

　
　
だ
。
い
つ
も
こ
の
説
は
嘘
だ
ろ
う
と
疑
つ
て
い
た
が
、
今
そ
れ
が
真
実
で

　
　
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
】

唐
代
の
詩
人
の
う
ち
、
白
居
易
（
七
七
二
－
八
四
六
）
は
、
最
も
本
朝
の
文
人



貴
族
に
愛
さ
れ
た
。
居
易
は
、
あ
る
五
月
、
精
進
潔
斎
し
て
三
十
日
問
肉
類
を

断
っ
た
。
そ
の
た
め
心
身
爽
快
を
自
覚
し
、
こ
れ
を
続
け
れ
ば
神
仙
に
も
な
れ

る
だ
ろ
う
、
と
感
慨
を
詠
じ
て
い
る
。

　
V
白
居
易
「
題
・
斐
晋
公
女
几
山
刻
レ
石
詩
後
↓
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
四
百
五
十
三
、

　
　
『
白
氏
文
集
』
3
0
0
4
）

　
　
昔
号
。
天
下
将
一
今
称
。
地
上
仙
一

　
　
勿
レ
追
。
赤
松
遊
一
勿
レ
拍
。
洪
崖
肩
一

　
　
商
山
有
＝
遺
老
一
可
三
以
奉
＝
周
旋
一

　
　
【
（
斐
度
は
）
昔
天
下
の
将
軍
と
号
し
、
今
は
隠
退
し
て
地
上
の
仙
人
と
称

　
　
し
て
い
る
。
だ
が
ま
だ
赤
松
子
の
遊
ぶ
跡
を
追
っ
て
は
い
け
な
い
し
、
洪

　
　
崖
の
肩
を
た
た
い
て
昇
仙
し
て
は
い
け
な
い
。
こ
こ
に
は
商
山
四
暗
の
よ

　
　
う
な
私
が
い
る
の
で
、
交
遊
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
】

女
几
は
、
『
列
仙
伝
』
巻
下
－
2
6
な
ど
に
見
え
る
。
仙
人
の
所
持
す
る
『
素
書
』

五
巻
を
写
し
見
て
、
交
接
術
を
実
践
し
、
登
仙
し
た
女
仙
。
女
几
山
は
河
南
省

宜
陽
県
に
あ
る
。
斐
晋
公
は
、
晋
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
斐
度
の
こ
と
で
、
白
居

易
と
交
遊
が
あ
っ
た
。
二
十
年
前
、
斐
度
が
准
西
を
討
つ
た
め
、
女
几
山
を
過

ぎ
た
折
、
石
に
詩
を
刻
し
た
が
、
そ
の
一
節
に
「
賊
塁
を
平
げ
天
子
に
報
ず
る

を
待
ち
、
仙
山
を
指
し
て
武
夫
に
示
す
な
か
れ
」
と
あ
っ
た
。
斐
度
は
、
の
ち

左
遷
さ
れ
隠
遁
し
た
た
め
、
居
易
は
そ
の
武
将
と
し
て
の
功
績
を
讃
え
る
と
と

も
に
、
ま
だ
こ
の
世
を
去
ら
な
い
で
ほ
し
い
と
説
く
。
こ
の
句
は
、
M
郭
瑛
「
遊

仙
詩
」
を
踏
ま
え
、
か
つ
G
『
史
記
』
留
侯
世
家
に
見
え
る
商
山
の
四
隠
君
子

の
故
事
を
引
い
て
い
る
。

平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
赤
松
子
像

　
W
白
居
易
「
呉
秘
監
毎
レ
有
二
美
酒
一
独
酌
独
酔
。
但
蒙
・
詩
報
一
不
・
飲
招
↓
軌

　
　
此
戯
酬
兼
呈
＝
夢
得
↓
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
四
百
五
十
六
、
『
白
氏
文
集
』
3
2

　
　
9
0
一

　
　
君
称
。
名
士
一
誇
。
能
飲
一
我
是
愚
夫
肯
見
レ
招

　
　
頼
有
二
伯
倫
一
為
。
酔
伴
一
何
愁
不
レ
解
レ
傲
＝
松
喬
一

　
　
【
君
（
呉
秘
監
）
は
名
士
と
称
せ
ら
れ
よ
く
飲
む
こ
と
を
誇
っ
て
い
る
が
、

　
　
私
は
愚
夫
で
あ
っ
て
も
招
待
さ
れ
る
意
志
を
持
っ
て
い
る
。
さ
い
わ
い
に

　
　
酒
飲
み
の
劉
伯
倫
に
匹
敵
す
る
劉
萬
錫
が
飲
み
友
達
と
な
っ
て
く
れ
る
の

　
　
で
、
松
喬
を
侮
る
こ
と
を
解
さ
な
い
と
い
っ
て
も
何
を
愁
う
こ
と
が
あ
ろ

　
　
う
か
。
】

呉
秘
監
と
詩
の
や
り
と
り
は
す
る
も
の
の
、
美
酒
を
独
り
飲
む
ば
か
り
で
、

い
っ
こ
う
に
酒
席
に
招
待
さ
れ
な
い
の
で
、
皮
肉
を
込
め
て
戯
れ
に
詠
み
か
け
、

併
せ
劉
夢
得
（
萬
錫
一
に
も
呈
上
し
た
詩
の
頸
・
尾
聯
。
類
似
の
表
現
と
し
て
、

「
春
日
閑
居
三
首
」
（
3
5
1
1
）
の
「
便
可
レ
傲
二
松
喬
一
何
仮
。
盃
中
禄
一
」
が

あ
る
。

四
　
三
角
縁
神
獣
鏡
の
赤
桧
子
像

　
こ
う
し
た
赤
松
子
像
を
、
日
本
で
は
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
本
朝
で
、
赤
松
子
の
名
が
見
え
る
最
も
古
い
遺
物
は
、
三
世
紀
の
も
の

と
い
わ
れ
る
三
角
縁
神
獣
鏡
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
三
角
縁
神
獣
鏡
は
、
日

本
に
し
か
出
土
し
な
い
古
鏡
で
あ
る
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
中
国
製
作
説

七
五



（
舶
載
鏡
説
）
・
日
本
製
作
説
（
妨
製
鏡
説
）
と
と
も
に
、
近
年
は
呉
の
工
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
g
）

渡
来
し
て
日
本
で
製
作
し
た
と
い
う
説
も
提
出
さ
れ
、
論
争
が
続
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
加
）

　
赤
松
子
の
名
は
、
例
え
ば
、
有
名
な
椿
井
大
塚
山
古
墳
で
出
土
し
た
三
士
二

面
の
三
角
縁
神
獣
鏡
の
う
ち
五
面
に
見
え
る
。
約
五
百
面
の
三
角
縁
神
獣
鏡
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

集
成
し
た
樋
口
隆
康
に
よ
れ
ば
、
そ
の
銘
式
は
二
十
一
種
類
に
分
類
さ
れ
、
そ

の
う
ち
三
つ
の
銘
式
に
赤
松
子
が
含
ま
れ
る
と
い
う
。

　
1
三
角
縁
神
獣
鏡
　
銘
式
8

　
　
吾
作
二
明
覧
一
甚
大
好
。
上
有
二
東
王
父
西
母
、
仙
人
王
喬
赤
松
子
↓
渇
飲
。

　
　
玉
泉
一
几
食
レ
棄
、
千
秋
万
歳
不
レ
知
レ
老
号
。

　
　
【
私
は
明
る
い
鏡
を
作
っ
た
が
と
て
も
よ
く
で
き
て
い
る
。
鏡
の
上
に
は

　
　
東
王
父
・
西
王
母
、
仙
人
の
王
喬
・
赤
松
子
が
い
る
。
彼
ら
は
の
ど
が
渇

　
　
け
ば
玉
泉
の
水
を
飲
み
飢
え
れ
ば
聚
を
食
べ
、
永
遠
に
老
い
を
知
る
こ
と

　
　
は
な
い
の
だ
。
】

　
2
三
角
縁
神
獣
鏡
　
銘
式
1
0

　
　
張
氏
作
レ
鏡
眞
工
。
仙
人
王
喬
赤
松
子
、
獅
子
蹄
邪
世
少
有
、
渇
飲
・
玉
泉
一

　
　
飢
食
レ
築
。
生
如
＝
金
石
一
天
相
保
号
。

　
3
三
角
縁
神
獣
鏡
　
銘
式
u

　
　
吾
作
。
明
寛
一
甚
大
好
。
上
有
。
王
喬
及
赤
松
、
獅
子
天
鹿
其
義
龍
刊
天
下
名

　
　
好
世
無
レ
双
。

三
角
縁
神
獣
鏡
に
刻
ま
れ
た
神
仙
像
の
中
に
は
王
喬
・
赤
松
子
に
比
定
で
き
る

も
の
も
あ
る
。
当
時
の
日
本
人
が
そ
れ
と
理
解
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
と
も
か

く
、
古
墳
時
代
に
は
す
で
に
中
国
の
神
仙
的
世
界
観
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
赤

七
六

松
子
は
、
王
子
晋
と
と
も
に
代
表
的
神
仙
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
銘
文
は
、
当
然
中
国
の
神
仙
観
に
由
来
す
る
。
A
『
列
仙
伝
』
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
漢
代
に
は
赤
松
子
が
西
王
母
石
室
に
往
返
で
き
る
、
と
い
う
概

念
が
一
般
化
し
て
い
た
ら
し
く
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

漢
代
の
古
鏡
に
は
赤
松
子
の
名
を
刻
ん
だ
も
の
が
い
く
つ
か
知
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
『
金
文
拓
本
』
巻
十
五
に
引
く
、
「
漢
衰
氏
鏡
一
」
の
銘
に
は
、
「
衰
氏
作
レ

寛
号
、
真
大
好
。
上
有
＝
東
王
父
西
王
母
仙
人
子
高
赤
容
子
一
□
□
□
□
□
保
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
）

二
親
一
号
、
□
孫
子
□
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
記
の
三
角
縁
神
獣
鏡
と
世
界

観
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
書
に
引
く
、
「
漢
劉
氏
鏡
二
」
の
銘
に
は
、
「
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

僑
赤
謂
□
薬
草
」
と
も
あ
る
。
神
仙
世
界
に
お
い
て
仙
薬
を
携
く
図
像
は
よ
く

見
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
部
は
王
喬
・
赤
松
子
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

五
　
平
安
朝
に
お
け
る
赤
松
子
像

　
で
は
、
平
安
朝
の
漢
文
学
作
品
に
、
赤
松
子
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
管
見
の
範
囲
で
網
羅
的
に
用
例
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

出
典
に
っ
い
て
も
検
討
す
る
。
た
だ
し
、
「
松
喬
」
な
ど
と
並
び
称
さ
れ
る
例
は

多
い
の
で
、
す
べ
て
を
掲
げ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
4
『
文
華
秀
麗
集
』
巻
中
　
嵯
峨
天
皇
「
史
記
講
寛
、
賦
得
。
張
子
房
↓
」

　
　
追
従
赤
松
子
　
避
レ
世
独
超
然

　
　
【
赤
松
子
の
跡
に
つ
き
従
い
、
世
を
遼
け
て
ひ
と
り
超
然
と
し
て
暮
ら
し



　
　
た
い
。
】

『
文
華
秀
麗
集
』
は
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
に
撰
上
さ
れ
た
勅
撰
第
二
漢
詩
集
。

嵯
峨
天
皇
一
七
八
六
－
八
四
二
一
御
前
で
の
『
史
記
』
講
読
が
終
わ
り
、
「
張
子

房
」
を
題
と
し
て
、
寛
宴
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
五
言
詩
の
一
節
。
G
『
史
記
』

「
留
侯
世
家
」
を
踏
ま
え
た
も
の
。
天
皇
に
も
神
仙
世
界
へ
の
憧
憶
が
強
か
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
。

　
5
『
経
国
集
』
巻
十
四
　
滋
野
善
永
「
雑
言
、
秋
雲
篇
示
。
同
舎
郎
二
首
。
」

　
　
追
訪
赤
松
号
遺
跡
　
長
年
隠
几
閑
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ず

　
　
【
赤
松
子
の
遺
跡
を
追
い
訪
ね
、
長
年
脇
息
に
よ
り
か
か
る
よ
う
な
閑
か

　
　
な
余
生
を
送
り
た
い
。
】

『
経
国
集
』
は
、
天
長
四
年
一
八
二
七
）
撰
上
の
勅
撰
第
三
漢
詩
集
。
滋
野
貞
主

が
序
文
を
書
い
て
い
る
が
、
こ
の
詩
の
作
者
滋
野
善
永
は
、
そ
の
息
男
か
。
隠

几
は
、
ひ
じ
か
け
に
よ
り
か
か
る
。
『
孟
子
』
公
孫
丑
下
、
『
荘
子
』
斉
物
論
・

徐
無
鬼
な
ど
に
見
え
る
語
。
白
居
易
に
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
「
隠
几
」
（
0
2
3

2
）
「
隠
几
贈
客
」
（
3
0
4
2
）
が
あ
る
が
、
同
時
に
V
を
も
意
識
し
た
表
現
か
。

　
6
『
三
教
指
帰
』
巻
中

　
　
非
下
独
厚
。
彼
松
喬
↓
薄
中
此
項
顔
加
但
善
保
。
彼
性
↓
与
不
レ
能
レ
持
耳
。

　
　
【
ひ
と
り
か
の
赤
松
子
・
王
喬
と
い
う
仙
人
の
み
長
寿
に
し
た
わ
け
で
も

　
　
な
い
し
、
項
薬
・
顔
回
の
よ
う
な
才
能
あ
る
人
物
を
短
命
に
し
た
わ
け
で

　
　
は
な
い
。
た
だ
よ
く
本
性
を
保
つ
か
、
保
て
な
い
か
で
決
ま
る
の
で
あ

　
　
る
。
】

空
海
（
七
七
四
；
八
三
五
）
の
若
年
の
作
品
。
巻
中
は
「
虚
亡
隠
士
論
」
と
し

平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
赤
松
子
像

て
道
教
に
つ
い
て
論
ず
る
。
長
命
の
仙
人
の
代
表
と
し
て
赤
松
子
・
王
子
晋
を
、

短
命
の
孔
子
の
師
の
項
薬
と
弟
子
の
顔
回
に
比
し
て
い
る
。

　
7
円
田
氏
家
集
』
巻
上
1
9
「
九
日
侍
レ
宴
、
冷
然
院
各
賦
。
山
人
採
レ
薬
↓
十
韻

　
　
応
レ
制
。
」

　
　
誰
計
常
思
松
子
遇
　
未
レ
知
要
繕
葛
陵
投

　
　
【
誰
が
常
に
赤
松
子
に
遇
い
た
い
と
計
る
だ
ろ
う
か
、
費
長
房
が
葛
肢
に

　
　
投
じ
た
竹
の
杖
を
探
す
必
要
も
な
い
。
】

『
田
氏
家
集
』
は
、
島
田
忠
臣
（
八
二
八
…
八
九
二
）
の
家
集
。
九
月
九
日
の
重

陽
節
に
、
各
句
ご
と
に
薬
草
の
名
を
用
い
て
、
山
人
の
薬
草
採
取
の
題
で
詠
ん

だ
。
天
皇
の
詔
に
応
じ
た
応
制
（
製
）
詩
。
費
長
房
の
故
事
は
、
『
神
仙
伝
』
巻

五
－
6
「
壼
公
」
に
見
え
る
。

　
8
『
菅
家
文
草
』
巻
一
1
7
「
入
レ
夏
満
レ
旬
、
過
。
藤
中
郎
亭
↓
柳
命
＝
紙
筆
↓
」

　
　
笑
一
傲
松
喬
一
知
・
耳
熱
一
愛
・
廟
風
月
一
欲
＝
心
狂
一

　
　
【
赤
松
子
・
王
喬
を
侮
り
笑
っ
て
耳
が
熱
く
な
る
の
を
お
ぼ
え
、
風
流
を

　
　
愛
し
廟
っ
て
心
が
狂
お
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
】

『
菅
家
文
草
』
は
、
菅
原
道
真
一
八
四
五
、
九
〇
三
一
の
家
集
。
夏
の
夜
、
酒
宴

を
早
め
に
辞
去
す
る
に
あ
た
り
、
赤
松
子
・
王
子
晋
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い

る
。
W
参
照
。

　
9
『
菅
家
文
草
』
巻
一
4
0
「
九
日
侍
レ
宴
、
賦
。
山
人
献
二
茱
萸
杖
↓
応
レ
製
。
」

　
　
挿
レ
頭
繋
レ
腎
皆
無
レ
カ
　
願
助
＝
仙
行
一
鰺
＝
赤
松
一

　
　
【
茱
萸
を
頭
に
挿
み
腕
に
か
け
て
も
力
が
出
な
い
。
ど
う
か
仙
人
の
行
い

　
　
に
よ
っ
て
赤
松
子
の
よ
う
な
不
老
長
生
の
境
地
に
赴
き
た
い
。
】

七
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

貞
観
九
年
（
八
六
七
）
九
月
九
日
、
清
和
天
皇
へ
の
応
製
詩
と
さ
れ
る
。
7
と

同
様
に
、
重
陽
の
詩
会
で
詠
じ
ら
れ
た
。
『
芸
文
類
聚
』
巻
四
に
引
く
『
続
斉
諸

記
』
を
踏
ま
え
る
。
後
漢
の
桓
景
が
費
長
房
に
、
九
月
九
臼
に
災
厄
が
起
こ
る

　
　
し
ゆ
ゆ

の
で
茱
萸
（
か
わ
は
じ
か
み
）
の
嚢
を
作
り
、
高
所
に
登
り
菊
酒
を
欽
め
と
教

え
ら
れ
た
故
事
に
よ
る
。
白
居
易
も
、
茱
萸
は
「
九
日
寄
＝
微
子
一
」
（
2
4
8
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
4
〕

な
ど
に
、
詩
語
と
し
て
し
ば
し
ば
使
用
し
て
い
る
。

　
1
0
『
菅
家
文
草
』
巻
一
7
ユ
「
九
日
侍
レ
宴
、
同
賦
レ
吹
＝
華
酒
↓
応
レ
製
。
」

　
　
暮
景
双
行
多
得
レ
カ
　
松
喬
更
向
。
小
臣
一
暫

　
　
【
菊
酒
を
飲
み
夕
刻
に
肩
を
並
べ
て
行
け
ば
力
が
出
る
。
赤
松
子
・
王
喬

　
　
も
い
っ
そ
う
私
に
向
か
っ
て
差
じ
る
で
あ
ろ
う
。
】

『
類
聚
国
史
』
巻
七
十
四
に
よ
り
、
陽
成
天
皇
の
元
慶
二
年
（
八
七
八
一
九
月
九

日
紫
寝
殿
に
お
け
る
重
陽
節
の
応
製
詩
と
さ
れ
る
。
恩
賜
の
菊
酒
に
よ
っ
て
、

松
喬
の
よ
う
な
不
老
長
生
を
得
ら
れ
る
と
詠
ず
る
。

　
1
1
円
菅
家
文
草
』
巻
二
9
7
「
詩
草
二
首
、
戯
視
。
田
家
両
児
↓
一
首
以
叙
。
蒼

　
　
侍
医
病
死
之
情
吋
一
首
以
悲
＝
源
相
公
失
レ
火
之
家
∵
…
：
」

　
　
松
喬
本
是
戸
行
客
　
衛
審
今
猶
火
宅
悲

　
　
【
赤
松
子
・
王
喬
は
も
と
も
と
死
体
を
遺
さ
ず
昇
仙
し
た
仙
人
で
あ
る
が
、

　
　
衛
青
・
審
去
病
の
よ
う
な
著
名
な
将
軍
で
も
今
な
お
三
界
火
宅
の
悲
し
み

　
　
か
ら
出
ら
れ
な
い
。
】

『
菅
家
文
草
』
の
こ
の
直
前
に
収
載
す
る
9
5
・
9
6
の
二
首
は
、
名
医
の
菅
侍
医
を

慕
い
偲
び
、
源
勤
が
莞
後
数
箇
月
で
失
火
に
よ
っ
て
家
を
失
う
と
い
う
二
重
の

哀
し
み
を
詠
じ
、
島
田
忠
臣
に
贈
っ
た
も
の
。
忠
臣
が
そ
れ
に
酬
え
て
く
れ
た

七
八

（
『
田
氏
家
集
』
巻
中
9
8
・
9
9
）
の
で
、
今
度
は
忠
臣
の
子
二
人
に
向
け
て
重
ね

て
答
謝
し
た
詩
。
忠
臣
は
そ
れ
に
も
さ
ら
に
応
え
て
い
る
（
同
巻
中
㎜
）
。

　
1
2
『
菅
家
文
草
』
巻
五
3
8
9
「
徐
公
酔
臥
詩
」

　
　
赤
松
計
会
新
来
客
　
玄
草
纏
綿
旧
著
衣

　
　
【
赤
松
子
は
新
し
く
来
る
客
の
こ
と
を
思
い
測
っ
て
い
た
が
、
徐
公
が
目

　
　
覚
め
て
み
る
と
仙
草
は
徐
公
の
着
衣
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
た
。
】

詩
題
割
註
に
、
侠
書
『
異
苑
』
の
徐
公
と
赤
松
子
と
の
遭
遇
謂
を
引
く
。
徐
公

が
、
長
山
下
に
赤
松
子
・
安
期
先
生
の
二
仙
に
出
遇
っ
て
酒
を
飲
ま
さ
れ
、
目

覚
め
る
と
二
年
も
経
っ
て
い
た
と
い
う
。
安
期
先
生
は
、
『
列
仙
伝
』
巻
上
－
3
0

に
見
え
、
秦
始
皇
帝
に
引
見
し
た
時
、
千
歳
を
超
え
て
い
た
と
い
う
。
同
話
は

『
芸
文
類
聚
』
巻
九
に
、
「
鄭
絹
之
東
陽
記
日
」
と
し
て
も
引
く
が
、
文
章
が
や

や
異
な
る
。
東
陽
は
、
現
在
の
断
江
省
東
陽
市
で
あ
り
、
金
華
市
に
隣
接
す
る
。

長
山
は
、
S
『
水
経
注
』
参
照
。

　
1
3
『
江
吏
部
集
』
巻
中
　
大
江
匡
衡

　
　
額
項
時
出
為
レ
師
、
居
＝
衡
山
↓
号
＝
赤
精
子
↓
説
＝
蟹
言
経
↓
教
以
二
忠
順

　
　
之
道
↓
帝
行
レ
之
制
＝
礼
楽
一
以
和
＝
天
下
イ

　
　
【
（
老
子
は
）
頴
項
の
時
出
現
し
師
と
な
り
、
衡
山
に
住
ん
だ
。
赤
精
子
と

　
　
号
し
、
蟹
言
経
を
説
き
、
忠
順
の
道
を
教
え
た
。
帝
は
礼
楽
の
制
を
定
め

　
　
た
た
め
、
天
下
は
和
を
も
っ
て
栄
え
た
。
】

大
江
匡
衡
（
九
五
二
－
一
〇
二
一
）
は
、
当
代
一
の
鴻
儒
で
あ
る
が
、
寛
弘
三

年
（
一
〇
〇
六
）
に
は
、
『
老
子
』
を
一
条
天
皇
に
講
じ
た
。
そ
の
折
に
詠
じ
た

七
言
律
詩
の
、
長
大
な
詩
題
の
一
節
。
老
子
が
各
時
代
に
姿
を
変
え
て
出
現
し
、



皇
帝
の
師
と
な
っ
て
道
を
説
い
た
と
す
る
。
頴
項
の
時
に
は
赤
松
子
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
5
〕

『
微
言
経
』
を
説
き
、
忠
順
の
道
を
教
え
た
と
い
う
。

　
仙
『
本
朝
文
粋
』
巻
四
　
大
江
匡
衡
「
復
重
上
表
」

　
　
居
＝
槻
庭
一
而
非
レ
用
、
庶
＝
幾
松
子
於
長
生
↓

　
　
斬
心
＝
鶴
鼎
一
而
是
辞
、
何
甘
＝
烏
曝
於
不
死
↓

　
　
【
私
は
大
臣
の
位
に
座
っ
て
い
て
も
用
を
な
さ
な
い
の
で
、
赤
松
子
の
よ

　
　
う
な
長
生
を
願
い
た
い
。
大
臣
に
留
ま
る
こ
と
を
差
じ
て
辞
し
て
い
る
、

　
　
ト
リ
カ
ブ
ト
に
不
死
を
願
っ
て
も
甘
く
な
る
こ
と
な
ど
あ
る
だ
ろ
う
か
。
】

長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
一
五
月
十
八
日
付
け
の
上
表
文
。
大
江
匡
衡
が
藤
原
道

長
の
た
め
に
、
三
度
目
の
内
覧
の
辞
表
を
草
し
た
も
の
。
赤
松
子
に
長
生
へ
の

願
い
を
込
め
て
い
る
。

　
1
5
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
　
紀
長
谷
雄
「
白
箸
翁
」

　
　
然
而
梅
生
不
レ
死
、
松
子
猶
生
。

　
　
【
し
か
し
梅
生
は
死
な
ず
、
赤
松
子
は
な
お
も
生
き
て
い
る
。
】

紀
長
谷
雄
一
八
四
五
－
九
＝
一
一
は
、
菅
原
道
真
門
下
の
逸
材
。
侠
書
『
紀
家

怪
異
実
録
』
を
著
す
な
ど
、
怪
異
・
神
仙
へ
の
造
詣
も
深
い
。
貞
観
年
中
に
京

に
出
現
し
た
白
箸
を
売
る
翁
は
、
戸
解
仙
で
あ
っ
た
と
す
る
。
梅
生
は
前
漢
の

梅
福
。
し
ば
し
ば
帝
に
謹
言
を
上
表
し
た
。
王
葬
の
政
権
を
嫌
い
失
践
し
て
仙

人
に
な
り
、
市
井
に
出
現
し
た
と
い
う
。
『
漢
書
』
巻
六
十
七
梅
福
伝
に
、
「
福

居
レ
家
、
常
以
・
読
書
養
性
一
為
レ
事
。
至
・
元
始
中
、
王
葬
額
τ
政
。
福
一
朝
棄
二
妻

子
↓
去
二
九
江
↓
至
レ
今
伝
以
為
レ
仙
。
其
後
、
人
有
下
見
二
福
於
会
稽
一
者
ハ
変
＝
名

姓
↓
為
＝
呉
市
門
一
卒
去
。
」
と
あ
る
。
『
芸
文
類
聚
』
巻
七
十
八
「
仙
道
」
に
も
、

平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
赤
松
子
像

こ
の
箇
所
を
引
く
。

　
1
6
『
雲
州
往
来
』
巻
中
　
8
5

　
　
薬
験
不
レ
疑
、
可
レ
試
。
長
生
久
視
之
術
一
也
。

　
　
須
レ
用
・
扁
鵠
之
方
↓
将
レ
期
・
松
子
之
齢
一
也
。

　
　
【
薬
の
効
験
に
疑
い
は
な
い
が
、
不
老
長
生
の
術
を
試
み
る
べ
き
だ
。
名
医

　
　
扁
鵠
の
処
方
を
用
い
る
べ
き
で
、
赤
松
子
の
長
命
を
期
待
し
た
い
。
】

『
雲
州
往
来
』
は
、
藤
原
明
衡
一
九
九
〇
｛
一
〇
六
六
）
の
書
簡
模
範
文
例
集
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
〕

『
雲
州
消
息
』
『
明
衡
往
来
』
と
も
い
う
。
こ
こ
は
医
師
に
対
し
、
飽
の
殻
を
粉

末
に
し
た
石
決
明
と
、
麻
の
実
を
砕
い
た
麻
子
散
の
処
方
を
た
だ
す
質
問
状
。

長
生
久
視
は
、
『
老
子
』
五
十
九
章
に
あ
る
言
葉
。
こ
の
返
状
に
、
長
生
久
視
の

処
方
は
秘
術
な
の
で
、
後
日
注
進
言
上
す
る
と
あ
る
。

　
1
7
『
雲
州
往
来
』
巻
下
1
1
5

　
　
一
思
二
李
老
止
足
之
誠
↓
一
尋
＝
松
子
養
生
之
術
↓

　
　
＝
度
は
老
子
の
分
に
安
ん
ぜ
よ
と
の
誠
め
を
思
い
、
一
度
は
赤
松
子
の

　
　
養
生
法
を
尋
ね
る
。
】

頭
中
将
に
権
大
納
言
が
宛
て
る
と
い
う
設
定
の
手
紙
。
日
頃
の
恩
を
感
謝
す
る

中
で
、
『
老
子
』
四
十
四
章
の
「
知
レ
足
不
レ
辱
、
知
レ
止
不
レ
殆
。
可
＝
以
長
久
刈
」
と

い
う
有
名
な
処
世
訓
を
引
き
、
赤
松
子
の
よ
う
に
退
隠
し
た
い
が
、
年
は
ま
だ

懸
車
の
年
齢
（
七
十
）
に
な
ら
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く
は
忠
勤
に
励
み
た
い
と

述
べ
る
。

　
1
8
『
本
朝
続
文
粋
』
養
二
　
藤
原
明
衡
「
弁
＝
関
塞
一
」

　
　
近
土
置
レ
尉
ム
矢
、
五
人
歎
六
輩
歎
、

七
九



　
　
列
仙
好
レ
学
焉
、
為
二
梅
生
為
二
松
子
↓

　
　
【
国
境
の
関
所
を
守
る
た
め
尉
官
を
置
く
の
は
、
五
人
か
六
人
な
の
か
、
列

　
　
仙
は
学
問
を
好
み
、
梅
福
と
な
り
赤
松
子
と
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
】

藤
原
明
衡
が
問
者
と
し
て
、
藤
原
正
家
（
一
〇
二
六
－
一
一
一
一
）
に
出
題
し

た
、
関
塞
を
弁
ぜ
よ
と
い
う
策
問
の
一
節
。
こ
れ
に
正
家
は
、

　
　
百
里
之
置
レ
尉
、
偏
備
＝
一
人
之
職
↓

　
　
仙
家
之
有
レ
郎
、
定
学
二
二
子
之
文
↓

　
　
【
百
里
の
範
囲
の
一
国
に
そ
れ
ぞ
れ
尉
官
を
置
く
の
は
、
ひ
と
え
に
天
子

　
　
の
本
分
に
備
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
し
、
仙
人
に
郎
官
が
あ
る
と
い
う

　
　
の
は
、
き
っ
と
梅
福
・
赤
松
子
の
文
業
を
学
ん
で
い
る
か
ら
な
の
で
あ
ろ

　
　
う
。
】

と
応
じ
た
。
梅
生
と
赤
松
子
の
組
み
合
わ
せ
は
、
1
5
を
踏
ま
え
る
か
。
仙
人
が

学
を
好
む
と
い
う
の
は
、
前
引
『
漢
書
』
梅
生
伝
に
「
常
に
読
書
・
養
性
を
も
っ

て
事
と
な
す
。
」
に
拠
り
、
か
つ
1
3
の
よ
う
な
老
子
伝
説
を
も
踏
ま
え
る
の
で
あ

ろ
う
。
正
家
は
、
の
ち
に
大
江
匡
房
と
並
び
称
さ
れ
る
儒
宗
。

　
1
9
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
四
　
大
江
匡
房
「
同
第
三
表
」

　
　
張
子
房
之
去
一
漢
閾
↓
跡
入
＝
赤
松
之
風
↓

　
　
椅
里
季
之
帰
＝
商
山
↓
髪
垂
＝
蒼
華
之
雪
↓

　
　
【
張
良
は
漢
の
宮
殿
を
去
る
や
、
跡
を
赤
松
子
の
風
姿
を
慕
っ
て
仙
道
に

　
　
入
り
、
緯
里
季
は
商
山
に
帰
る
や
、
髪
が
蒼
華
の
雪
の
よ
う
な
白
髪
と

　
　
な
っ
て
垂
れ
て
し
ま
っ
た
。
】

院
政
期
を
代
表
す
る
鴻
儒
大
江
匡
房
一
一
〇
四
一
…
一
一
二
）
が
、
承
保
三

八
○

年
（
一
〇
七
六
）
に
藤
原
師
実
（
一
〇
四
二
－
二
〇
一
）
の
た
め
に
草
し
た
、

関
白
第
三
の
辞
表
。
第
二
の
表
は
、
藤
原
実
網
が
作
成
し
て
い
る
。
椅
里
季
は
、

張
良
が
太
子
如
意
に
人
望
を
集
め
さ
せ
る
た
め
招
い
た
、
東
園
公
・
用
里
先

生
・
鯖
里
季
・
夏
黄
公
の
商
山
四
皓
の
一
人
。
蒼
華
は
、
毛
髪
の
神
。
白
居
易

「
和
レ
祝
＝
蒼
華
一
」
（
2
2
5
3
）
な
ど
に
詠
ま
れ
る
。
G
『
史
記
』
留
侯
世
家
を

踏
ま
え
た
上
、
仙
名
を
赤
と
蒼
の
色
で
取
り
合
わ
せ
、
か
つ
V
を
も
参
照
す
る

か
。

　
2
0
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
五
　
藤
原
明
衡
「
同
公
辞
・
左
大
臣
皇
太
子
偉
一
表
」

　
　
薬
圃
掛
レ
冠
、
照
＝
残
夢
於
緑
羅
山
之
月
↓

　
　
柴
戸
高
レ
枕
、
養
。
余
生
於
赤
松
澗
之
雲
吋

　
　
【
薬
園
に
冠
を
掛
け
、
残
り
の
夢
を
緑
羅
山
の
月
に
照
ら
さ
れ
、
柴
の
戸
の

　
　
粗
末
な
家
で
枕
を
高
く
し
て
眠
り
、
余
生
を
赤
松
澗
の
雲
に
養
い
長
命
を

　
　
期
し
た
い
。
】

康
平
二
年
（
一
〇
五
九
一
、
藤
原
頼
通
一
九
九
二
…
一
〇
七
四
一
の
、
左
大
臣
・

皇
太
子
偉
の
辞
表
。
緑
羅
は
緑
の
蔦
か
ず
ら
。
M
郭
瑛
「
遊
仙
詩
」
に
、
「
緑
羅

結
＝
高
林
一
蒙
籠
蓋
・
一
山
一
」
と
あ
り
、
白
居
易
「
夏
日
与
＝
閑
禅
一
師
林
下
避

レ
暑
」
（
3
5
8
3
）
に
、
「
緑
羅
潭
上
不
レ
見
レ
日
」
と
詠
ま
れ
る
。
緑
苗
縫
山
は
湖

南
省
桃
源
県
に
あ
る
。
『
天
地
宮
府
図
』
に
掲
げ
る
七
十
二
福
地
の
う
ち
、
第
四

十
六
。
赤
松
澗
と
す
る
の
は
、
R
沈
約
「
赤
松
澗
詩
」
を
踏
ま
え
る
。

　
2
1
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
八
　
大
江
匡
房
「
忙
校
不
レ
如
レ
閑
」

　
　
陶
令
之
遁
レ
晋
也
、
撫
二
桐
孫
一
而
帰
レ
田
、

　
　
張
良
之
在
レ
漢
也
、
随
。
松
子
一
而
聞
レ
門
。



　
　
【
陶
淵
明
が
晋
か
ら
隠
遁
す
る
や
、
桐
の
孫
枝
を
撫
で
つ
つ
田
園
に
帰
り
、

　
　
張
良
が
漢
に
あ
る
や
、
赤
松
子
に
随
う
者
が
門
に
み
ち
あ
ふ
れ
る
。
】

冒
頭
に
「
白
氏
文
集
云
、
忙
校
不
レ
如
レ
閑
」
と
、
「
閑
忙
」
（
2
8
4
5
）
を
引

用
す
る
。
閑
は
養
性
の
基
で
あ
り
、
忙
は
身
を
費
や
す
道
で
あ
る
と
論
じ
、
最

後
に
陶
淵
明
と
張
良
の
故
事
を
「
前
史
の
美
談
、
後
代
の
勝
濁
な
り
。
」
と
評
価

す
る
。
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
」
（
『
文
選
』
巻
四
十
五
）
を
踏
ま
え
つ
つ
、
1
9
と

同
工
の
表
現
を
用
い
て
、
隠
遁
の
志
を
述
べ
る
。
他
に
、
匡
房
作
品
中
の
類
似

表
現
と
し
て
は
、
『
江
都
督
麹
言
願
文
集
』
巻
三
「
安
楽
寺
内
満
願
寺
願
文
」
の
、

「
張
子
房
之
従
。
赤
松
一
実
、
山
豆
開
二
一
乗
之
蓮
↓
」
な
ど
が
あ
る
。

　
2
2
『
本
朝
文
集
』
巻
五
十
八
　
藤
原
敦
光
「
建
・
立
中
尊
寺
一
願
文
」

　
　
金
輸
聖
主
玉
凄
無
レ
動
、
太
上
天
皇
宝
算
無
レ
彊
、

　
　
国
母
仙
院
麻
姑
比
レ
齢
、
林
慮
桂
陽
松
子
伴
レ
影
。

　
　
【
（
願
わ
く
は
）
天
皇
陛
下
の
玉
座
は
不
動
の
も
の
で
あ
り
、
太
上
天
皇
陛

　
　
下
の
御
寿
命
も
限
り
な
く
、
皇
太
后
陛
下
は
麻
姑
に
比
す
よ
う
な
齢
を
保

　
　
た
れ
、
皇
太
子
殿
下
は
赤
松
子
が
影
に
伴
う
よ
う
な
長
生
を
保
た
れ
ん
こ

　
　
と
を
。
】

天
治
三
年
（
一
二
一
六
）
、
藤
原
敦
光
（
一
〇
六
三
…
一
一
四
四
）
が
、
藤
原
清

衡
（
一
〇
五
六
－
一
二
一
八
）
中
尊
寺
創
建
の
際
に
作
成
し
た
願
文
。
麻
姑
は

『
神
仙
伝
』
巻
七
－
4
な
ど
に
見
え
る
、
漢
代
に
出
現
し
た
長
命
の
仙
女
。

　
2
3
『
詩
序
集
』
巻
下
　
大
江
通
景
「
冬
日
於
＝
左
武
衛
一
藤
次
将
書
。
窓
円
一
賦
。

　
　
佳
遊
不
レ
限
レ
年
詩
。
」

　
　
清
風
朗
月
之
天
、
後
会
之
歓
余
幾
許
、

平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
赤
松
子
像

　
　
梅
生
松
子
之
輩
、
仙
齢
之
芳
交
相
尋
者
也
。

　
　
【
清
ら
か
な
風
と
明
る
く
澄
み
わ
た
っ
た
月
の
天
、
の
ち
に
会
う
歓
び
は

　
　
い
か
ば
か
り
で
あ
ろ
う
か
、
梅
福
・
赤
松
子
の
輩
の
よ
う
に
、
仙
齢
を
重

　
　
ね
た
す
ば
ら
し
い
交
り
を
尋
ね
る
も
の
で
あ
る
。
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
〕

『
詩
序
集
』
は
、
長
久
か
ら
長
承
の
約
九
十
年
間
に
か
け
て
の
詩
会
の
序
文
集
。

大
江
通
景
は
生
没
年
未
詳
で
あ
る
が
、
『
後
二
条
師
通
記
』
に
名
が
見
え
る
な
ど
、

院
政
期
に
活
躍
し
た
人
物
。
こ
こ
で
も
梅
福
・
赤
松
子
を
対
に
す
る
。

　
2
4
『
鳩
嶺
集
』
巻
上
「
春
」
　
藤
原
茂
範
「
後
嵯
峨
院
御
願
文
」

　
　
山
有
二
余
寒
↓
雪
残
。
松
子
之
壇
↓

　
　
林
多
；
暑
気
↓
風
薫
。
梅
花
之
廟
↓

　
　
【
山
に
は
ま
だ
寒
気
が
あ
り
、
雪
は
赤
松
子
壇
の
松
の
枝
に
も
残
っ
て
い

　
　
る
、
し
か
し
春
を
迎
え
る
林
に
は
喜
び
の
気
分
が
漂
い
、
風
は
梅
生
の
廟

　
　
に
咲
く
梅
花
の
薫
り
を
運
ん
で
く
る
。
】

『
鳩
嶺
集
』
は
、
永
仁
三
年
（
二
一
九
五
）
石
清
水
権
別
当
良
清
が
編
纂
し
た
摘

　
＾
㎎
）

句
集
。
石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
に
奉
納
さ
れ
た
願
文
を
中
心
に
名
句
を
集
成
し

た
も
の
で
、
平
安
中
期
か
ら
鎌
倉
期
、
特
に
平
安
後
期
の
願
文
類
の
倹
文
を
多

く
含
む
。
作
者
は
百
三
十
人
余
り
に
及
び
、
伝
の
は
っ
き
り
し
な
い
者
も
多
い
。

以
下
の
四
首
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
平
安
漢
詩
文
に
准
ず
る
用
例
と

し
て
紹
介
す
る
。
こ
の
隔
句
対
は
、
文
章
博
士
藤
原
茂
範
が
後
嵯
峨
院
（
一
二

二
〇
－
二
一
七
二
）
の
た
め
に
作
っ
た
願
文
の
侠
文
。
赤
松
子
と
梅
福
を
対
に

す
る
こ
と
で
、
梅
の
咲
き
始
め
の
名
残
り
雪
の
季
節
感
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　
2
5
『
鳩
嶺
集
』
巻
上
「
夏
」
　
藤
原
経
範
「
法
印
棟
清
愛
染
王
供
養
願
文
」

八
一



　
　
六
月
灘
幽
、
省
入
・
香
山
楼
之
禅
庭
｛

　
　
一
洞
風
冷
、
疑
臨
。
赤
松
澗
之
霊
廟
刈

　
　
【
六
月
の
川
の
浅
瀬
は
幽
か
に
流
れ
、
安
否
を
た
ず
ね
て
香
山
楼
の
庭
に

　
　
入
る
と
、
洞
窟
の
風
は
冷
た
く
、
赤
松
子
を
祀
る
谷
あ
い
の
霊
廟
に
臨
む

　
　
か
と
疑
う
ば
か
り
で
あ
る
。
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
〕

文
章
博
士
藤
原
経
範
が
、
石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
第
三
十
五
代
別
当
棟
清
の
愛

染
王
供
養
の
た
め
に
作
成
し
た
願
文
の
一
節
。
経
範
は
、
2
4
茂
範
の
父
。
六
月

の
句
は
、
白
居
易
「
香
山
避
レ
暑
二
絶
」
（
3
2
6
6
一
に
、
「
六
月
灘
声
如
二
猛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
〕

雨
一
香
山
楼
北
暢
師
房
」
と
あ
る
の
を
下
敷
き
と
す
る
。

　
2
6
『
鳩
嶺
集
』
巻
下
「
仙
家
」
　
菅
原
在
嗣
「
上
院
御
経
供
養
御
願
文
」

　
　
林
径
霞
深
、
風
薫
。
梅
花
仙
人
之
洞
↓

　
　
澗
川
春
浅
、
雪
残
。
松
子
先
生
之
壇
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
こ
ら

　
　
【
林
の
小
径
の
霞
は
な
お
深
く
、
風
は
梅
花
仙
人
の
洞
に
薫
り
、
谷
川
の
春

　
　
は
ま
だ
浅
く
、
雪
は
赤
松
子
先
生
の
壇
に
残
っ
て
い
る
。
】

文
章
博
士
菅
原
在
嗣
（
？
－
二
二
〇
八
一
が
、
後
宇
多
院
の
た
め
に
作
成
し
た

御
経
供
養
の
願
文
の
隔
句
対
。
1
8
・
2
3
・
2
4
・
2
6
に
、
梅
福
と
赤
松
子
を
対
に

す
る
発
想
が
頻
出
す
る
が
、
い
ず
れ
も
1
5
紀
長
谷
雄
「
白
箸
翁
」
を
淵
源
と
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
2
7
『
鳩
嶺
集
』
巻
下
「
仙
家
」
　
藤
原
宗
嗣

　
　
華
陽
観
院
与
レ
雲
時
　
松
子
洞
庭
為
レ
月
残

　
　
【
華
陽
観
の
建
物
は
雲
に
対
時
し
て
、
赤
松
子
廟
の
庭
に
は
月
に
照
ら
さ

　
　
れ
た
雪
が
残
っ
て
い
る
。
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

「
当
社
三
首
詩
」
と
あ
る
う
ち
の
二
首
目
。
春
宮
権
大
進
藤
原
宗
嗣
（
？
…
二
一

二
一
）
が
、
石
清
水
八
幡
に
奉
納
し
た
七
言
詩
の
一
聯
。
華
陽
観
は
、
長
安
永

崇
里
に
あ
っ
た
道
観
。
白
居
易
が
三
十
四
歳
の
頃
、
元
積
と
と
も
に
寓
居
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
）

い
た
た
め
、
「
春
題
＝
華
陽
観
一
」
一
0
6
1
9
一
な
ど
、
白
詩
に
多
く
詠
ま
れ
る
。

六
　
緒

説ロロ

　
以
上
、
赤
松
子
に
つ
い
て
の
中
国
の
代
表
的
用
例
を
列
挙
し
、
平
安
朝
漢
文

学
に
お
け
る
受
容
の
諸
相
を
逐
一
検
討
し
て
き
た
。
ま
ず
、
『
列
仙
伝
』
の
赤
松

子
像
で
あ
る
が
、
本
朝
に
お
い
て
は
、
神
農
時
代
の
雨
師
で
、
水
玉
を
服
し
、

自
ら
身
を
焼
き
、
箆
蕎
山
に
西
王
母
石
室
を
訪
ね
、
神
農
の
娘
に
も
慕
わ
れ
、

帝
馨
の
時
代
に
も
出
現
し
た
、
と
い
う
形
象
は
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
『
准
南
子
』
に
見
え
る
長
生
・
養
生
の
仙
、
あ
る
い
は
『
史
記
』
張

良
伝
を
度
々
意
識
す
る
よ
う
に
、
代
表
的
な
神
仙
と
し
て
憧
憶
の
気
持
ち
が
強

か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　
中
国
で
は
、
赤
松
子
は
王
子
晋
と
の
対
で
神
仙
の
代
表
と
し
て
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
、
本
朝
で
も
そ
れ
は
継
承
さ
れ
る
。
し
か
し
、
平
安
中
期
以
降
は
、

梅
福
と
の
対
が
好
ま
れ
た
。
梅
と
松
を
対
置
す
る
の
は
、
い
か
に
も
日
本
的
と

い
え
よ
う
。
中
国
に
お
け
る
用
例
を
精
査
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
ま
唐
詩

で
は
、
馬
戴
「
送
。
顧
少
府
之
永
康
一
」
一
『
全
唐
詩
』
巻
五
百
五
十
六
）
に
、
「
官

伝
＝
梅
福
政
一
県
顧
＝
赤
松
家
一
」
と
い
う
表
現
を
探
索
し
得
た
の
み
で
あ
る
。

梅
福
と
と
も
に
、
学
問
を
好
む
と
い
う
文
脈
で
も
用
い
ら
れ
る
の
も
、
本
朝
の



特
徴
で
あ
る
。

　
平
安
朝
の
文
人
は
、
『
初
学
記
＝
芸
文
類
聚
』
な
ど
の
類
書
や
、
『
文
選
』
『
白

氏
文
集
』
な
ど
を
駆
使
し
て
詩
語
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
た
。
作
文
に
お
い
て
、

赤
松
子
は
、
赤
と
青
々
と
し
た
松
の
緑
の
色
、
そ
し
て
松
と
い
う
植
物
を
名
に

含
む
こ
と
か
ら
、
対
句
を
作
り
や
す
く
、
多
用
さ
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。
『
和
漢

朗
詠
集
』
巻
下
に
「
仙
家
」
を
立
て
る
ご
と
く
、
不
老
長
生
や
俗
事
を
離
れ
た

隠
遁
へ
の
憧
れ
は
強
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
赤
松
子
は
長
生
を
望
む
際
の
、
常

套
句
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
本
朝
の
文
人
た
ち
は
、
実
際
に
昇
仙
す
る
た
め
、

金
丹
を
服
用
し
た
り
、
洞
窟
で
修
業
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
雲
に
乗
る
神

仙
の
姿
は
、
あ
く
ま
で
机
上
の
幻
影
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
小
稿
は
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
用
例
の
指
摘
と
典
拠
の
確
認
に
と
ど
ま
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
基
礎
作
業
の
成
果
を
踏
ま
え
、
王
子
晋
と
赤
松
子
の
形
象
、

ひ
い
て
は
平
安
朝
文
人
の
神
仙
観
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
考
察
を
深
め
た
い
。

※
使
用
テ
ク
ス
ト
（
一
部
私
意
に
本
文
・
訓
点
を
改
め
た
）

『
列
仙
伝
』
『
文
選
』
1
1
全
釈
漢
文
大
系
、
『
楚
辞
』
『
戦
国
策
』
『
潅
南
子
』
『
論

衡
』
H
新
釈
漢
文
大
系
、
『
新
語
』
n
漢
魏
叢
書
、
『
史
記
』
『
漢
書
』
H
中
華
書

局
版
、
『
芸
文
類
聚
』
H
上
海
古
籍
出
版
社
版
、
『
初
学
記
』
『
全
唐
詩
』
H
中
華

書
局
版
、
『
白
氏
文
集
』
H
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
、
『
抱
朴
子
』
H
正
統
道
蔵
、

『
水
経
注
』
H
四
庫
全
書
、
『
経
国
集
』
『
江
吏
部
集
』
…
群
書
類
従
、
『
文
華
秀

麗
集
』
『
三
教
指
帰
』
『
菅
家
文
草
』
阯
日
本
古
典
文
学
大
系
、
『
本
朝
文
粋
』
1
1

新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
『
本
朝
続
文
粋
』
『
本
朝
文
集
』
1
1
新
訂
増
補
国
史
大

　
　
　
　
　
　
平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
赤
松
子
像

系
、
『
雲
州
往
来
』

製
本
、
『
鳩
嶺
集
』

1
－
雲
州
往
来
享
禄
本
本
文
、

1
－
図
書
寮
叢
刊
。

『
詩
序
集
』
1
－
吉
川
弘
文
館
複

［
附
記
］
小
稿
は
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
九
日
、
中
国
広
州
市
中
山
大
学
に
お
け

る
、
日
中
比
較
文
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
世
紀
に
お
け
る
日
中
文
学
関
係

の
回
顧
と
展
望
」
（
和
漢
比
較
文
学
会
・
中
日
比
較
文
学
学
会
等
共
催
）
の
発
表

稿
に
、
そ
の
後
見
出
し
た
資
料
等
を
加
え
て
、
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
平
成
十
＝
丁
十
五
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
な
ら
び
に
、

同
年
度
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
研
究
助
成
費
に
お
け
る
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

一
4
一

註　
拙
稿
「
王
子
晋
・
羊
大
偉
へ
の
追
慕
と
天
神
の
感
応
1
『
江
談
抄
』
巻
六
第
九
話
を

め
ぐ
っ
て
－
」
（
『
説
話
文
学
研
究
』
第
二
九
号
　
一
九
九
四
・
六
）
、
「
「
天
台
山
の
王
子

信
（
晋
）
」
考
－
『
列
仙
伝
』
か
ら
『
熊
野
権
現
御
垂
跡
縁
起
』
へ
の
架
橋
－
」
（
『
東
洋

の
思
想
と
宗
教
」
第
二
一
号
　
一
九
九
五
・
三
）
。

　
富
寄
山
・
西
王
母
に
つ
い
て
の
概
説
書
と
し
て
は
、
曽
布
川
寛
『
毘
嵩
山
へ
の
昇

仙
　
古
代
中
国
人
が
描
い
た
死
後
の
世
界
』
一
中
央
公
論
社
　
一
九
八
一
・
二
一
）
、
小

南
一
郎
『
西
王
母
と
七
夕
伝
承
』
一
平
凡
社
　
一
九
九
一
・
六
）
、
伊
藤
清
司
『
死
者
の

棲
む
楽
園
－
古
代
中
国
の
死
生
観
』
（
角
川
書
店
　
一
九
九
八
・
一
）
な
ど
が
あ
る
。

　
内
外
の
諸
説
に
つ
い
て
は
、
福
井
康
順
「
列
仙
伝
考
」
一
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
紀
要
』
第
三
輯
　
一
九
五
七
・
一
〇
↓
『
福
井
康
順
著
作
集
」
第
二
巻
　
法
藏

館
　
一
九
八
七
⊥
ハ
所
収
）
、
沢
田
瑞
穂
「
『
列
仙
伝
』
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
古
典
文
学

大
系
』
第
八
巻
　
平
凡
社
　
一
九
六
九
・
九
）
な
ど
参
照
。

　
宋
版
を
底
本
と
す
る
上
海
古
籍
出
版
社
版
で
は
、
「
赤
松
子
」
を
「
須
子
」
に
作
る
が

こ
こ
は
四
庫
全
書
版
に
拠
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
＝
一
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以
下
は
、
用
例
の
集
成
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。
現
代
語
訳
・
解
説
に
あ
た
っ

て
は
、
使
用
テ
ク
ス
ト
に
明
記
し
た
出
典
の
ほ
か
、
関
連
の
研
究
書
・
解
説
書
を
参
照

し
た
。
赤
松
子
伝
説
を
網
羅
的
に
研
究
し
た
も
の
に
は
、
櫻
井
龍
彦
「
王
子
喬
・
赤
松

子
伝
説
の
研
究
（
一
）
（
二
）
一
三
）
」
一
『
龍
谷
紀
要
』
第
六
巻
第
一
号
、
同
二
号
、
　
第

七
巻
第
一
号
　
一
九
八
四
・
八
、
同
二
一
、
一
九
八
五
・
八
）
が
あ
る
。
小
稿
は
、
以

下
の
用
例
を
は
じ
め
、
そ
の
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
な
お
、
註
＾
！
）
拙
稿

執
筆
時
に
は
こ
の
論
文
未
見
の
た
め
、
不
充
分
な
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上

げ
る
。

　
『
新
語
』
の
真
偽
を
め
ぐ
る
諸
説
に
つ
い
て
は
、
福
井
重
雅
『
陸
貿
『
新
語
』
の
研
究
』

（
汲
古
書
院
　
二
〇
〇
ニ
ニ
ニ
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
『
四
庫
全
書
』
史
部
十
一
地
理
類
六
所
収
。

　
中
国
に
、
赤
松
子
伝
承
を
伝
え
る
遺
跡
は
、
王
子
晋
の
よ
う
に
多
く
は
遣
っ
て
い
な

い
。
現
代
中
国
で
は
、
断
江
省
金
華
市
の
道
観
群
が
、
そ
の
最
も
大
規
模
な
も
の
で
あ

ろ
う
。
私
は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
二
十
七
日
－
二
十
八
日
に
、
金
華
周
辺
の
赤
松
子
関

係
遺
跡
の
調
査
を
行
っ
た
。
金
華
北
山
の
金
華
観
は
、
赤
松
下
宮
を
中
心
に
し
た
道
観

で
あ
る
。
赤
松
下
宮
は
、
黄
大
仙
（
黄
初
平
）
を
祀
り
、
「
黄
大
仙
登
真
之
地
」
と
称
し

て
い
る
。
こ
の
奥
の
鹿
田
湖
近
く
に
は
、
黄
大
仙
祖
宮
と
い
う
近
年
建
設
さ
れ
た
道
観

が
あ
る
。
ま
た
、
金
華
市
郊
外
の
大
仙
湖
畔
に
は
、
赤
松
道
院
す
な
わ
ち
赤
松
黄
大
仙

宮
と
い
う
大
規
模
な
道
観
が
あ
り
、
香
港
・
台
湾
か
ら
も
多
く
の
参
詣
者
が
訪
れ
て
い

る
。　
こ
れ
に
は
長
い
研
究
史
が
あ
り
、
参
考
文
献
も
多
い
。
小
稿
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
論

ず
る
の
が
目
的
で
は
な
い
が
、
最
近
の
研
究
史
の
整
理
と
し
て
は
、
藤
田
友
治
『
三
角

縁
神
獣
鏡
－
そ
の
謎
を
解
明
す
る
－
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
一
九
九
九
・
九
）
な
ど
が

あ
る
。
た
だ
し
、
後
述
の
樋
口
隆
康
ら
と
は
、
学
説
を
異
に
し
て
い
る
。
ま
た
最
近
の
、

福
永
伸
哉
他
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
三
角
縁
神
獣
鏡
」
（
学
生
社
　
二
〇
〇
三
・
五
）
に
も
、

問
題
点
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
編
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
と
三
角
縁
神
獣
鏡
』
（
一
九
八
九
・

四
）
、
樋
口
隆
康
，
昭
和
2
8
年
椿
井
大
塚
山
古
墳
発
掘
調
査
報
告
』
（
京
都
府
山
城
町
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八
四

埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
〇
集
　
京
都
府
山
城
町
　
一
九
九
八
）
。

　
コ
ニ
角
縁
神
獣
鏡
新
鑑
』
一
学
生
社
　
二
〇
〇
〇
・
三
）
。

　
引
用
は
、
註
（
5
）
櫻
井
論
文
に
図
版
と
釈
文
を
掲
載
す
る
の
で
、
こ
れ
に
拠
っ
た
。

赤
松
子
の
金
石
文
の
図
像
や
銘
文
の
遺
例
に
つ
い
て
は
、
こ
の
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
集
・
菅
家
後
集
』
の
川
口
久
雄
補
注
。
『
三
代
実
録
』

同
日
条
を
典
拠
と
す
る
。

　
白
居
易
の
重
陽
詩
に
つ
い
て
は
、
平
岡
武
夫
「
九
月
九
日
重
陽
－
白
居
易
歳
時
記
－
」

（
『
東
方
学
会
創
立
四
十
周
年
記
念
　
東
方
学
論
集
』
　
東
方
学
会
　
一
九
八
七
・
六
↓

『
白
居
易
－
生
涯
と
歳
時
記
』
　
朋
友
書
店
　
一
九
九
八
・
六
所
収
）
参
照
。

　
こ
の
詩
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
増
尾
伸
一
郎
「
日
本
古
代
の
知
識
層
と
『
老
子
』
1
〈
河

上
公
注
〉
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
1
」
（
『
豊
田
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
号
　
一
九
九

一
・
三
↓
『
万
葉
歌
人
と
中
国
思
想
』
　
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
七
・
四
所
収
）
、
木
戸

裕
子
「
大
江
匡
衡
と
唐
代
道
教
書
」
（
『
新
世
紀
の
日
中
文
学
関
係
－
そ
の
回
顧
と
展

望
』
　
勉
誠
出
版
　
二
〇
〇
三
・
八
）
参
照
。

　
三
保
忠
夫
・
三
保
サ
ト
子
『
雲
州
往
来
　
享
禄
本
　
研
究
と
総
索
引
　
本
文
・
研
究

篇
』
（
和
泉
書
院
　
一
九
八
二
・
八
）
、
同
『
雲
州
往
来
　
享
禄
本
　
本
文
』
（
和
泉
書

院
一
九
九
七
・
七
）
。

　
複
製
に
、
『
詩
序
集
』
（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
七
五
・
三
）
が
あ
り
、
成
立
論
と
し
て

は
佐
藤
道
生
「
『
詩
序
集
』
成
立
考
」
一
『
国
語
と
国
文
学
』
第
六
二
巻
二
一
号
　
一
九
八

五
・
二
一
↓
『
平
安
朝
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
　
笠
聞
書
院
　
二
〇
〇
三
・
五
所

収
）
が
あ
る
。

　
『
図
書
寮
叢
刊
』
「
平
安
鎌
倉
未
刊
詩
集
」
　
宮
内
庁
書
陵
部
　
一
九
七
二
・
三
。

　
第
十
五
代
検
校
。
壇
家
の
祖
。
伊
藤
清
郎
「
石
清
水
八
幡
宮
に
お
け
る
紀
氏
門
閥
支

配
の
形
成
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
』
第
四
九
輯
　
一
九
七
六
・
一
一
↓
『
中
世
日
本
の
国

家
と
寺
社
』
　
古
志
書
院
　
二
〇
〇
〇
・
六
）
参
照
。

　
『
鳩
嶺
集
』
に
割
註
で
、
「
見
。
文
集
悟
真
寺
一
」
と
あ
る
の
は
誤
り
。
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